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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月25日(2008.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送および通信ネットワークを介して送信される情報をそれぞれ受信できる受信機にお
いて、
　前記放送を視聴しているユーザー向けの広告データを前記情報として、前記通信ネット
ワークを介して受信できるデータ通信手段と、
　前記放送を視聴していると考えられるユーザーを認識するユーザー認識手段と、
　放送番組別に、該放送番組の放送時に前記ユーザー認識手段が認識したユーザーを示す
視聴履歴情報を保存する履歴保存手段と、
　前記ユーザー認識手段が認識したユーザーが単独である場合、当該認識したユーザーを
基に広告データ選択する一方、前記ユーザー認識手段が認識したユーザーが複数存在する
場合に、前記履歴保存手段が保存した視聴履歴情報を参照して広告データを選択し、当該
選択された広告データを前記データ通信手段により取得して表示させる広告表示手段と、
　を具備することを特徴とする受信機。
【請求項２】
　前記広告表示手段は、前記履歴保存手段が保存した視聴履歴情報を参照して、前記ユー
ザー認識手段が複数、認識しているユーザーのなかで現在、視聴中の放送番組を過去に視
聴していた確率の最も高いユーザーを特定し、該特定したユーザーを基に前記データ通信
手段により取得させる広告データを選択する、
　ことを特徴とする請求項１記載の受信機。
【請求項３】
　放送および通信ネットワークを介して送信される情報をそれぞれ受信できる受信機に実
行させるプログラムにおいて、
　前記放送を視聴しているユーザー向けの広告データを前記情報として、前記通信ネット
ワークを介して受信できるデータ通信機能と、
　前記放送を視聴していると考えられるユーザーを認識するユーザー認識機能と、
　放送番組別に、該放送番組の放送時に前記ユーザー認識機能が認識したユーザーを示す
視聴履歴情報を履歴保存手段に保存する保存機能と、
　前記ユーザー認識機能が認識したユーザーが単独である場合、当該認識したユーザーを
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基に広告データ選択する一方、前記ユーザー認識機能が認識したユーザーが複数存在する
場合に、前記履歴保存手段に保存した視聴履歴情報を参照して広告データを選択し、当該
選択された広告データを前記データ通信機能により取得して表示させる広告表示機能と、
　を実現させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の受信機は、放送および通信ネットワークを介して送信される情報をそれぞれ受
信できることを前提とし、放送を視聴しているユーザー向けの広告データを情報として、
通信ネットワークを介して受信できるデータ通信手段と、放送を視聴していると考えられ
るユーザーを認識するユーザー認識手段と、放送番組別に、該放送番組の放送時にユーザ
ー認識手段が認識したユーザーを示す視聴履歴情報を保存する履歴保存手段と、ユーザー
認識手段が認識したユーザーが単独である場合、当該認識したユーザーを基に広告データ
選択する一方、ユーザー認識手段が認識したユーザーが複数存在する場合に、履歴保存手
段が保存した視聴履歴情報を参照して広告データを選択し、当該選択された広告データを
データ通信手段により取得して表示させる広告表示手段と、を具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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